
一麗
澤
大
学

経
済
学
部
　
教
授

中
島

真
志

鶉
た雌Ю墾丸鰐則ン出た

欧
米
の
銀
行
関
係
者
は
、
ビ

ッ
ト

コ
イ
ン
を

「
邪
悪
」
と
さ
げ
す
む

一

方
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
に
つ
い
て

は

「
こ
の
技
術
は
本
物
だ
」
と
か

「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
以
来
の
最
大
の

発
明
だ
」
と
し
て
、
非
常
に
高
く
評

価
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ

エ
ー
ン

は
も
と
も
と
ビ

ツ
ト
コ
イ
ン
を
支
え

る
中
核
技
術
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も

の
で
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
取

引
デ
ー
タ
の
固
ま
り
を

一
定
時
間
ご

と
に
生
成
し
、
時
系
列
的
に
鎖

（チ

エ
ー
ン
）
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
に
よ

っ
て
デ
ー
タ
を
保
管
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
技
術
で
あ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
を
つ
な
げ
て
い
く
形
態
が
チ

エ
ー
ン
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

「ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。

ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
と
ブ
ロ
ツ
ク
チ
エ

ー
ン
を
混
同
し
て
い
る
人
も
多

い
が
、

両
者
は
明
確
に
区
別
し
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ

エ
ー
ン
は
、

当
初
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
支
え
る
技

術
と
し
て
、
い
わ
ば

「脇
役
」
に
す

ぎ
な
か

っ
た
。
だ
が
現
在
は
、
ま

っ

た
く
独
立
し
た
技
術
と
し
て
ブ
ロ
ッ

ク
チ
エ
ー
ン
を
ど
う
い
う
業
務
に
応

用
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て

お
り
、
む
し
ろ

「主
役
」
の
座
に
躍

り
出
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン

の
応
用
範
囲
は
広
く
、
金
融
分
野

（決
済

・
送
金

。
証
券
決
済
な
ど
）

の
ほ
か
、
非
金
融
分
野

（不
動
産
登

記

・
商
流
管
理

。
医
療
情
報
な
ど
）

へ
の
応
用
も
目
指
さ
れ
て
い
る
。

ぃフ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
か
ら

プ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
を
使
う
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
参
加
者
が
各
自

の
持

っ
て
い
る
帳
簿

（取
引
の
記

録
）
を
同
時
に
書
き
換
え
て
い
く
か

た
ち
で
、
取
引
を
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
不ヽ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
の
取
引
参
加
者
が
取
引
記
録
を
分

散
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

分
散
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
同

じ
も
の
が
多
数
、
同
時
に
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
最
近
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
技
術
の
こ
と
を

「
分
散
型
台
帳
技
術
」
（Ｄ
Ｌ
Ｔ
＝

目
こ
の一『
【ぴ
Ｓ
け①
Ｑ
一Ｆ
の
０
∞
①
『
［『①
のＦ
澤
〇
中〇
‐

鴫
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
い
る

（図
表
）
。

ユ
ー
ザ
ー

（金
融
機
関

な
ど
）
に
と

つ
て
は
、
「
ブ
ロ
ツ
ク

を
鎖
状
に
つ
な
げ
て
管
理
す
る
」
と

い
う
技
術
的
な
側
面
よ
り
も
、
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
同
じ
情
報
を
共
有

し
、
分
散
し
て
管
理
で
き
る
」
と
い

う
特
徴
の
ほ
う
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

Ｄ
Ｌ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
は
第
１
に
、

不
正
取
引
や
改
貨
が
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。
〓

つ
前

の
ブ
ロ
ツ
ク
の

圧
縮
値
を
次

の
ブ

ロ
ッ
ク
に
含
め

る
」
と
い
う
仕
組
み
に
よ
り
、
過
去

の
取
引
デ
ー
タ
を
改
賀
す
る
こ
と
が

極
め
て
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
第
２

に
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
に
強
い
と
い

う
点
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

多
く
の
ノ
ー
ド

（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
）

が
同
じ
デ
ー
タ
を
分
散
し
て
管
理
し

て
い
る
た
め
、　
一
つ
の
ノ
ー
ド
が
停

止
し
て
も
シ
ス
テ
ム
全
体
が
ダ
ウ
ン

す
る
こ
と
は
な
い
。
第
３
に
、
運
用

コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

中
央
集
権
型
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
巨

大
な
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

。
セ
ン
タ
ー
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
機
能

停
止
に
備
え
、
同
規
模
の
バ
ツ
ク
ア

ツ
プ

。
セ
ン
タ
ー
も
必
要
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
よ

り
小
型
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
っ
て

各

ユ
ー
ザ
ー
が
分
散
し
て
処
理
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
運
用
コ

分
散
型
台
帳
技
術
ヘ
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ス
ト
が
圧
倒
的
に
安
く
済
む
。

ポ

国
際
送
金
へ
の
応
用

金
融
分
野
で
は
す
で
に
Ｄ
Ｌ
Ｔ
の

応
用
に
向
け
た
い
く
つ
か
の
動
き
が

見
ら
れ
る
。　
一
つ
目
は
、
国
際
送
金

の
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
国
際
送

金
に
つ
い
て
は
、
①
着
金
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
、
②
手
数
料
が
高
い
、

③
手
数
料
が
不
透
明
で
あ
る
な
ど
の

不
満
が
強
か
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

リ
ツ
プ
ル
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
使

っ
て
、
銀

行
と
銀
行
が
直
接
つ
な
が
り
、
分
散

〔図表〕 分散型台帳技術 (DL丁)のイメージ
①中央型帳簿による集中管理 ②DLTを使つた分散管理

餡卜%影

型
台
帳
で
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
ほ

ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送
金
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

実
証
実
験
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
日

間
を
要
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
メ

キ
シ
コ
ま
で
の
送
金
が
わ
ず
か
数
秒

で
着
金
し
、

コ
ス
ト
が
６０
％
削
減
で

き
た
と
い
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
、
世
界
の
大
手
行
１

０
０
行
以
上

（わ
が
国
の
メ
ガ
３
行

を
含
む
）
が
参
加
を
表
明
し
て
お
り
、

今
後
リ
ッ
プ
ル
ヘ
の
参
加
行
が
増
え

れ
ば
、
国
際
送
金
の
世
界
が
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

（Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
が
こ
う
し
た
動
き
に
対
抗
し
て
、

ｇ
ｐ
ｉ
と
い
う
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
を
進

め
て
い
る
こ
と
は
本
連
載
第
８
回
で

紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
）
。

一呻
貿
易
金
融
へ
の
応
用

Ｄ
Ｌ
Ｔ
の
応
用
が
目
指
さ
れ
て
い

る
金
融
分
野
の
う
ち
、
二
つ
目
が
貿

易
金
融
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
分

野
は
、
船
荷
証
券
や
信
用
状
と
い
つ

た

「紙
の
書
類
」
が
当
事
者
間
で
何

度
も
や
り
と
り
さ
れ
る
な
ど
、
か
な

り
非
効
率
な
世
界
だ

っ
た
。
ま
た
、

輸
出
業
者
や
輸
入
業
者
と
そ
の
取
引

銀
行
、
船
会
社
、
税
関
、
保
険
会
社

な
ど
、
当
事
者
が
多
岐
に
わ
た

つ
て

お
り
、
多
く
の
当
事
者
間
で
逐
次
的

・
段
階
的
に
業
務
が
進
む
こ
と
か
ら
、

処
理
に
は
時
間
が
か
か
り
、
煩
雑
な

手
続
き
と
な

っ
て
い
た
。

Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
使
え
ば
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
内
の
関
係
者
が
同
じ
デ
ー
タ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
貿
易
金
融
の
効
率
化
が

飛
躍
的
に
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
、
「
ウ
イ

。
ト
レ
ー

ド
」
「
マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ
」
「
ヴ
オ
ル

ト
ロ
ン
」
「
ト
レ
ー
ド

・
レ
ン
ズ
」

な
ど
多
く
の
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
が
、
欧

州
や
北
米
、
ア
ジ
ア
な
ど
を
対
象
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

鰊

証
券
決
済
へ
の
応
用

Ｄ
Ｌ
Ｔ
が
応
用
で
き
る
三
つ
目
の

分
野
が
証
券
決
済
で
あ
る
。
こ
の
業

務
に
つ
い
て
も
、
機
関
投
資
家
、
証

券
会
社
、
カ
ス
ト
デ
イ
ア
ン

（
銀

行
）
な
ど
の
当
事
者
が
多
く
登
場
し
、

当
事
者
間
で
、
取
引
の
約
定
か
ら
決

済
ま
で
何
段
階
も
の
情
報
交
換
が
必

要
と
な
る
複
雑
な
処
理
形
態
と
な

つ

て
い
る
。
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
使

っ
て
、
グ
ー

グ
ル

・
コ
イ
ン
や
ア
ツ
プ
ル

・
コ
イ

ン
と
い
つ
た
か
た
ち
で
株
式
を
ト
ー

ク
ン
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
券
取

引
を
効
率
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

す
で
に
米
ナ
ス
ダ
ツ
ク
が
、
未
公

開
株
式
の
発
行

。
売
買
を
行
う

「
ナ

ス
ダ
ッ
ク

・
リ
ン
ク
」
を
実
用
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
取
引
所
グ
ル

ー
プ

（Ｊ
Ｐ
Ｘ
）
で
も
、
証
券
発
行

か
ら
取
引

。
清
算

・
決
済
ま
で
の
幅

広
い
業
務
に
つ
い
て
の
実
証
実
験
を

行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
豪
証
券
取
引

所

（Ａ
Ｓ
Ｘ
）
で
は
、
上
場
株
式
の

清
算

・
決
済
業
務
を
行
う
次
期
シ
ス

テ
ム
に
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
世
界
に
先
駆
け
て

採
用
す
る
こ
と

（２
０
２
１
年
春
の

稼
働
開
始
）
を
予
定
し
て
い
る
。

＊

　

＊

　

＊

Ｄ
Ｌ
Ｔ
に
よ

つ
て
可
能
と
な
る
の

は
、
「
デ
ジ
タ
ル
資
産
の
所
有
権

の

登
録
と
移
転
」
を
分
散
型
で
行
う
こ

と
で
あ
る
。
ク
デ
ジ
タ
ル
資
産
の
管

理
ク
と
は
、
実
は
預
金
口
座
や
金
融

資
産
の
管
理
な
ど
の
か
た
ち
で
、
こ

れ
ま
で
も
金
融
機
関
が
業
務
と
し
て

行

っ
て
き
た
こ
と
そ
の
も
の
だ
。
こ

の
た
め
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
は
、
金
融
業
務
と

は
か
な
り
親
和
性
が
高

い
。
今
後
も

Ｄ
Ｌ
Ｔ
の
応
用
は
、
金
融
の
世
界
を

大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

鯰
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